
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

  

八坂地区の人口：793人 

（男394人・女399人高齢化率37.2％） 

八坂地区の世帯：359世帯 

    （令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 
11 月号の記事 

 

地域づくり協議会の活動から 

ふれあい運動会 

（保育園・八坂小） 

中学校 

コミュニティ・スクール 

育てる会・公民館から 

地区の活動から 

きらり話題の八坂人 

 

八 坂 地 域 づ く り 協 議 会  https://www.shinshu-yasaka.com   2020年（令和 2年）11月 1日）  
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「郷土ふれあい体験学習」（関連記事：7頁） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域づくり協議会の活動から 

八坂地域づくり協議会の陳情活動 

 

期 日 区    分 内     容     等 

8/29 やさかボランティア隊設立総会 P3 参照 

9/15 第 3 回やさかだより編集会議 やさかだより 11 月号編集会議 

9/17 
・大町建設事務所要望活動 
・犀川砂防事務所要望活動 

正副会長、諏訪県議同行 

9/30 
・長野国道事務所信州新町出張所 
 要望活動 

正副会長、野平自治振興会長 

10/13 第 3 回八坂地域づくり協議会 
・明野太陽光発電事業について 
・令和 2 年度予算の組み替えについて 
・八坂ビューポイント整備について 

10/18 
・ビューポイント整備活動 
唐花見湿原周辺整備 
相川トンネル横花壇花植え 

八坂地域づくり協議会 
八坂商工倶楽部 
やさかボランティア隊 

 

 ９月１７日（木）、大町建設事務所・犀川砂防事務所に対して、正副会長が陳情活動を行いまし

た。当日は諏訪県議にも同席をいただき、施設の改良や維持修繕箇所をまとめた要望書を手渡し

ました。また、同月３０日（水）には長野国道事務所信州新町出張所に対して、正副会長の他に野

平自治振興会長も出席し、陳情活動を行いました。 

 

 

大町建設事務所 

犀川砂防事務所 

長野国道事務所 
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8 月 28 日（金）、八坂支所 3 階集会室
にて、やさかボランティア隊の設立総会を
開催しました。会長には北澤豊繁さん、副
会長には仁科伸一郎さんが選出されました。   

今後、八坂地域づくり協議会が取り組む
ビューポイント整備唐花見湿原周辺整備活
動への協力、来年の北アルプス国際芸術祭
への協力などを予定しています。 

やさかボランティア隊の活動について 

やさかボランティア隊 規約 (抜粋) 
（名称） 
第１条 本会は、やさかボランティア隊と称する 
（目的） 
第２条 
この組織は、景観整備事業等の活動により地域間交流を深め、
「楽しいから参加する」「大した負担でないから協力する」
という参加しやすく楽しいと思える活動を行い、一人ひとり
が考え行動できる地域づくりを目的とする。 
（活動内容） 
第３条  
本会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる活動を行う。 
（1） 景観整備事業（ビューポイント整備）への協力 
（2） 地域及び団体の花植え等地域活動への協力 
（3） 学校支援ボランティアの活動への協力 
（4） その他正副会長が協議し、必要と認める事業 
 

（以下略） 

 

ビューポイント整備・唐花見湿原周辺整備 

八坂商工倶楽部「相川展望公園花壇整備」 

－3－ 

やさかボランティア隊設立総会開催 

10 月 18 日（日）地域づくり協議会のビューポイント整備と
して唐花見周辺整備、八坂商工倶楽部が取り組む相川展望公園

の周辺整備が行われ、やさかボランティア隊も応援しました。
薄曇りの少し肌寒い中、約 30 名の方が集まり、作業を行いま
した。唐花見湿原は草刈りや立木の整理、相川展望公園はあず
まやの防腐剤の塗布、花植え、木の植栽などを行いました。作
業後はたけのこ汁や焼き鳥、おにぎりの差し入れもあり、おい
しくいただきながら楽しいひと時を過ごすことができました。

ご協力ありがとうございました。 

八坂地域づくり協議会 
北澤 伸夫会長 八坂商工倶楽部 

内山 重喜会長 

やさかボランティア隊 
北澤 豊繁会長 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

  

 

 

－４－ 

－ 

前日の雨で開催が心配されましたが、当日の朝は雨があがり、実行委員やＰＴＡ役員
の皆さんに水とりなどの校庭整備をしていただいて、予定通り運動会を行うことができ
ました。 
また、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、今年は小学校と保育園の種目のみで

したが、地域の方々にサポート役を務めていただき、今年も立派な「ふれあい運動会」
を行うことができました。 

 
 

おやさい おとどけします♥ 

Leｔ’ｓ❕スマイルフェスティバル 

みんなで準備体操。運動会スタート！ 

年長さんは、春から練習を重

ねてきたなわとびを使ったダ

ンスを披露！園長先生からト

ロフイーをもらいました。 

年中さんと年少さんは、キラキラ光るステック

を持って、サンボを踊りました。 

みんなで、バルーンを使った演技。 

最後はキラキラボールが打ち上がりました。 

 
ぜんぶ 

すきだよ 

だいす

きだよ 

どのやさい
がすき？ 

 
落とさない

ように… 

  
 

 

大きな 

トマト  
トウモロコシ 

だいすき～ 

きゅうり

～ スイカだよ 

規模を縮小しての運動会となりましたが、おかげ様をも
ちまして子どもたちは不安な表情もなく、それぞれの競技
種目や係活動に一生懸命取り組みました。感謝申し上げま
す。 
 それでは、みんなのがんばった姿を紹介します。 

 



  

  

－５－ 

－ 

躍動感！静と動のメリハ
リがあり、指先にも気持
ちを集中して表現する高
学年のダンス。 
とても見応えがありまし
た。 

Ｔｈｅ Ｇｒｅｅｔｅｓｔ Ｓｈｏｗ 

 

みんなと一緒に大きな輪を作り、和やかな雰囲気
で踊ることができました。 
保存会の皆さんにご協力いただき、ありがとうご
ざいました。 

昨年のように、勝敗を競い合って盛り上がるような場面は余りありませんでしたが、 

ひとりひとりが力を出し切り、仲間と協力して創り上げる運動会にすることができました。 
ご来校いただいた皆様から、心温まる拍手をたくさんいただき、本当に感謝の気持ちでい 
っぱいです。 
お支えいただいた多くの方々に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

ＣＤの音飛びというア
クシデントがありまし
たが、仕切り直して、
みんなと心を合わせて
元気に踊りました。 

ソ ー ラ ン 節 

全 校 リ レ ー 

各チームが走る順番や
バトンの渡しの方法を
考え、少しでも速くリ
レーが出来るように練
習しました。 
仲間を信じ、力一杯走
りました。 

八 坂 音 頭 



 

 

  

－６－ 

 

月
２
日(

金)

、
３
日

(

土)

に
や
ま
び
こ
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
に
万
全

を
期
し
、
健
康
観
察
と
暗

幕
を
閉
め
ず
換
気
を
徹
底

し
、
教
室
か
ら
電
子
黒
板

を
移
動
し
３
ケ
所
に
分
散

し
て
開
閉
祭
式
を
行
い
ま

し
た
。 

八
坂
中
学
校 

今
年
の
テ
ー
マ
は 

「
パ
レ
ッ
ト 

一
人
ひ
と
り
が
も
っ
て
い
る
カ
ラ
ー

を
活
か
し
、
活
躍
で
き
る
や
ま
び
こ

祭
」
で
し
た
。
特
技
を
発
表
す
る
自

由
発
表
に
は
全
学
年
か
ら
応
募
が
あ

り
、
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
手
品
、
歌
、

ダ
ン
ス
、
落
語
、
太
鼓
、
ピ
ア
ノ
と

フ
ル
ー
ト
の
共
演
の
発
表
が
あ
り
拍

手
喝
采
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
八
坂

を
考
え
る
「
し
ゃ
べ
り
場
」
で
は
、 

たくさんの時間を費やして頑張ってき

たことを、一瞬ではあるけれど、その

一瞬を大切にしてステージに立ちたい

です。 

準備期間から今日までたくさんのい

いところを見つけられました。 

きっと今まで気にしなかったところも

あるし気づけなかったけど、このメン

バーでやまびこ祭を作りあげていけて

とっても良かったです。 

 

今年のやまびこ祭、生徒たちの感想は？ 

講
師
の
方
と
ア

イ
デ
ア
を
出
し

合
い
な
が
ら
、

八
坂
の
活
性
化

の
た
め
に
中
学

生
が
で
き
る
活

動
を
話
し
合
い

ま
し
た
。 

 

不安なことが多くてすごく疲れまし

た。でもその分、達成感もありました。 

今年はコロナのこともあって考えない

といけないことが増えました。 

最初はなんで今年なのと思いました

が、こうやって終わってみると、新し

いスタイルで開催できてよかったで

す。 

や 

ま 

び 

こ 

祭 

自由発表「やさカラーステージ」 

しゃべり場やさか「これからの八坂」 

10 

2020年テーマ 

パレット  
一人ひとりがもっている 
カラーを活かし、活躍できる 
やまびこ祭 



 

 

  

－７－ 

わ
ら
細
工
は
、
お
や
す
や
正
月

飾
り
を
作
り
、
戸
惑
っ
て
い
る
姿

を
み
つ
け
て
は
、
講
師
の
方
が
優

し
く
声
を
か
け
教
え
て
い
た
だ
き 

、
み
ん
な
個
性
豊
か
な
お
や
す
や

正
月
飾
り
が
出
来
上
が
り
ま
し
た 

そ
の
後
、
各
ブ
ー
ス
毎
に
食
事

会
を
行
な
い
、
参
加
さ
れ
た
方
々

か
ら
感
想
や
お
礼
の
言
葉
を
伝 

講
師
の
方
々
か
ら
も
感
想
を
述
べ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

月 
 

日
（
土
）
に
今
ま
で

別
々
に
行
な
っ
て
い
た
八
坂
体
験

の
日
と
郷
土
学
習
を
「
郷
土
ふ
れ

あ
い
体
験
学
習
」
と
名
称
を
変
更

し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
公
民
館
、
学
校
の

三
者
共
催
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

ス
ク
ー
ル
の
行
事
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
、
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら 

名
の

講
師
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

体
験
学
習
は
、
３
つ
の
ブ
ー
ス
、

「
竹
細
工
」
「
灰
焼
き
お
や
き
、  

そ
ば(

か
り
ん
と
う
、
う
す
焼)

」 

「
わ
ら
細
工
」
に
分
か
れ
て
行
な

い
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
感
想
を

ご
紹
介
し
ま
す
。笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。 

・
竹
細
工
に
参
加
し
、
最
初
、
子

ど
も
が
真
剣
に
や
っ
て
い
ま
し

た
が
、気
づ
い
た
ら
私
も
真
剣

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
！ 

 

・
お
や
き
作
り
に
参
加
し
、
奥
の

深
い
食
べ
物
で
あ
り
、昔
の
人

は
、い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
い

て
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
自
宅
で
も
是
非
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
！ 

 

・
わ
ら
細
工
で
、
難
し
い
部
分
も

あ
る
中
、
講
師
の
方
々
は
、
す

い
す
い
と
や
っ
て
い
て
、す
ご

い
な
あ
と
感
心
し
き
り
で
し

た
！
今
日
作
っ
た
正
月
飾
り

を
自
宅
に
飾
り
ま
す
！ 

 

名
弱
の
参
加
者
で
の
地
域

交
流
の
場
は
、何
よ
り
も
子
ど
も

た
ち
の
喜
び
、笑
顔
に
あ
ふ
れ
る

姿
を
見
れ
た
こ
と
、
地
域
の

方
々
、
先
生
方
、
保
護
者
も
そ
の

姿
を
見
て
、た
く
さ
ん
の
元
気
を

も
ら
い
、と
て
も
賑
や
か
で
楽
し

い
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

コミュニティ・スクールだより 

おらほの学校やさか 

郷
土
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動 

竹
細
工
で
は
、
弓
矢
、
竹
と
ん

ぼ
、
竹
て
っ
ぽ
う
等
を
作
り
、
作

り
終
わ
る
と
弓
矢
の
練
習
や
竹
と

ん
ぼ
飛
ば
し
競
争
を
行
な
い
、
子

ど
も
よ
り
大
人
が
…
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。 

灰
焼
き
お
や
き
、
そ
ば
（
か
り

ん
と
う
、
う
す
焼
き
）
で
は
、
中

学
生
も
３
名
お
手
伝
い
に
来
て
く

れ
、
い
ろ
り
や
ド
ラ
ム
缶
に
て
灰

焼
き
お
や
き
を
作
り
ま
し
た
。 

そ
ば
（
か
り
ん
と
う
、
う
す
焼

き
）
で
は
、
出
来
上
が
り
が
待
ち

き
れ
ず
に
、
手
を
出
す
大
人
や
子

ど
も
た
ち
の
姿
…
も
あ
り
ま
し
た

が
、
真
剣
に
講
師
の
方
々
の
話
に

聞
き
入
り
、
質
問
も
し
な
が
ら
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

【竹細工】 説明を真剣に聞いて作ります 

【そばのうす焼き】  

10 

10 

・ 

12 

【そばのかりんとう】 

。 

 【わら細工】正月飾りやおやす

の作り方を教わりました 

100 

え
、 



  

－８－ 

－ 

切
久
保
地
区
に
は
棚
田
が
有
り
、
そ

の
一
部
を
山
村
留
学
生
Ｏ
Ｂ
や
、
そ
の

保
護
者
と
地
域
住
民
と
で
構
成
さ
れ
た

「
農
の
心
人
を
作
る
会
」
で
管
理
し
て

い
ま
す
。
例
年
で
す
と
、
４
月
の
肥
料

ま
き
か
ら 

月
の
脱
穀
作
業
ま
で
年
間

７
～
８
回
集
ま
っ
て
活
動
す
る
の
で
す

が
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
て
例
年
通
り
の
活
動
を 

す
る
事
が
出
来
な
い
で
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
お
米
づ
く
り
は
し
て
い
た
の 

長
野
県
在
住
会
員
（
山
村
留
学
し
た
事

が
き
っ
か
け
で
長
野
県
に
移
住
し
て
き

た
人
が
数
名
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人

で
す
が
…
）
と
地
元
住
民
と
で
、
な
ん

と
か
作
業
し
て
収
穫
の
時
期
を
迎
え
ま

し
た
。
稲
刈
り
ば
か
り
は
皆
の
力
が
必

要
で
あ
ろ
う
と
、
万
全
の
体
調
管
理
と

十
分
な
感
染
予
防
策
を
講
じ
る
事
を
条

件
に
全
会
員
に
召
集
を
か
け
る
こ
と
に 

し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
９
月 

日(

日)

に
多
く
の

会
員
が
集
ま
り
、
収
穫
の
喜
び
を
共
有

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
！
久
し
ぶ
り
の 

 

 

切
久
保
自
治
振
興
会 

で
作
業
は
大
変
で
す
が
、
観
光
客
の

人
た
ち
が
棚
田
の
風
景
を
眺
め
た 

写
真
を
撮
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

美
し
い
景
観
形
成
に
一
役
買
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
で
き
、
「
よ
し
、
が

ん
ば
ろ
う
！
」
と
力
が
湧
く
も
の
で

す
。
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

こ
の
会
の
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
！ 
 

 切
久
保
地
区
編
集
委
員 

 吉
原
克
巳 

 

再
会
に
、
お

互
い
の
近
況

報
告
な
ど
し

な
が
ら
順
調

に
作
業
は
進

み
、
明
る
い

う
ち
に
作
業

終
了
。
き
れ

い
に
は
ぜ
掛

け
さ
れ
た
稲

を
見
て
、
皆

満
足
そ
う
で

し
た
。 

  

例
年
だ
と
、
こ
の
後
お
楽
し
み
の
懇

親
会
が
あ
る
の
で
す
が
、
今
年
は
残
念

な
が
ら
自
粛
。
残
る
作
業
は
、
太
陽
の

光
を
た
っ
ぷ
り
と
浴
び
て
美
味
し
く

な
っ
た
お
米
を
脱
穀
す
る
の
み
で
す
。

自
分
で
借
り
て
い
る
田
ん
ぼ
も
あ
る
の 

 

 当日は地域の方から椿や南天、銀杏などの苗を提供して
いただきました。初めはこわごわ、泥団子を丸めていまし
たが、ひとつ出来上がると、次々に別の植物の組み合わせ

を考えて、一人で何個か作っていきました。文化祭まであ
まり時間がないので今回は、苔を巻き付ける黒糸を透明な
テグスに替えて行いましたが、透明で見えにくいため苦戦
していましたが、皆さんで協力して上手にできました。片

づけた後は、お茶を淹れ、話が弾みました。 

文化祭に備えて苔玉づくり 
10 月 9 日（金）野平生活改善

センターにて、八坂地区文化祭に
備えて、老人クラブの役員の皆さ
んが苔玉づくりを行いました。 

作品は他の地区の老
人クラブの皆さんの
力作と共に、八坂地
区文化祭に展示され

ました。 

 

野平地区編集委員 

丸山郁夫 
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で
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り
、 
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高砂大学 入学式 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
開
催
を

延
期
し
て
い
ま
し
た
高
齢
者

学
級
「
高
砂
大
学
」
の
入
学

式
を
８
月 

日
（
金
）
に
明

日
香
荘
広
間
で
開
催
し
、
六

十
二
名
の
皆
さ
ん
が
入
学
し

ま
し
た
。
昭
和 

年
か
ら
続

く
「
高
砂
大
学
」
は
、
今
年

で 

回
目
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
今
ま
で
の
歩
み
を
振
り

返
る 

周
年
記
念
誌
を
作
成

し
、
関
係
す
る
皆
様
に
配
布

し
ま
し
た
。 

色
に
目
を
見
開
き
、
「
鷹
狩
山

か
ら
見
る
の
と
は
違
う
景
色
な

ん
だ
ね
！
」
「
き
れ
い
！
」

「
晴
れ
た
日
に
来
て
ア
ル
プ
ス

も
見
た
い
！
」
と
様
々
に
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
八

坂
に
３
つ
だ
け
あ
る
と
い
う
三

角
点
の
う
ち
一
つ
を
確
認
。

「
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
方
が

南
だ
よ
」
と
教
え
ら
れ
る
と
、

か
が
ん
で
目
を
凝
ら
し
て
い
ま

し
た
。 

 

２
学
期
以
降
、
熊
対
策
の
た

め
バ
ス
通
学
が
続
き
、少
し
運
動

不
足
な
学
園
生
。
午
前
中
だ
け

の
ち
ょ
っ
と
し
た
山
歩
き
で
し

た
が
、皆
で
気
持
ち
よ
く
体
を
動

か
し
な
が
ら
、賑
や
か
な
半
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

あ
ま
り
機
会
の
な
い
南
鷹

狩
山
ハ
イ
ク
に
行
け
る
と

い
う
こ
と
で
、
「
逆
に

ラ
ッ
キ
ー
だ
ね
！
」
と
前

向
き
な
子
も
。 

大
き
な
葉
っ
ぱ
を
お
面

に
し
て
遊
ん
だ
り
、
き
れ

い
な
花
を
摘
ん
だ
り
、
虫

を
追
い
か
け
た
り
と
、
各

自
八
坂
の
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
途

中
で
大
町
の
方
向
が
一
望

で
き
る
場
所
に
着
く
と
、

日
頃
登
っ
て
い
る
鷹
狩
山

と
は
違
う
角
度
か
ら
の
景 

毎
年
、
公
民
館
登
山
と

共
催
で
行
っ
て
い
る
北
ア

ル
プ
ス
へ
の
学
園
登
山
で

す
が
、
今
回
は
数
日
前
か

ら
雨
予
報
。
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
登

山
へ
行
け
な
く
な
り
、
ど

こ
と
な
く
持
て
余
し
て
し

ま
っ
た
学
園
生
。 

当
日
、
午
前
中
は
天
気

が
持
ち
そ
う
な
予
報
に
な 

 

た
の
で
八
坂
地
区
内
に

あ
る
鷹
狩
山
の
お
隣
、
南

鷹
狩
山
を
歩
き
に
行
き
ま

し
た
。 

 

育てる会 ℡：26-2306 ＨＰ：ｗｗｗ．ｓｏｄａｔｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ 

９
月 

日
（
土
） 

天
気
：
晴
れ 

南
鷹
狩
山
ハ
イ
ク 

 

入
学
式
終
了
後
は
、
北
ア

ル
プ
ス
農
業
農
村
支
援
セ
ン

タ
ー
の
岡
部
知
恭
さ
ん
か
ら 

サ
ル
等
の
有
害
獣
被
害
の
対

策
に
つ
い
て
お
話
を
聴
き
ま

し
た
。
午
後
は
、
八
坂
小
学

校
で
開
催
さ
れ
た
「
人
権
を

考
え
る
市
民
の
集
い
」
に
参

加
し
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

競
技
者
の
中
村
晃
大
さ
ん
か

ら
「
聴
覚
障
が
い
者
で
も
世

界
に
羽
ば
た
け
る
」
と
題
し

た
講
話
を
聴
き
、
人
権
を
尊

重
す
る
意
識
や
態
度
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。 

今
年
の
高
砂
大
学
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
を
徹
底
す
る
中
で

３
月
ま
で
５
回
の
講
座
を
開

催
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
や

仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。 

12 
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藤
ふじ

 田
た

 達
たっ

 也
や

さん 佳
か

 永
え

さん（切久保） 

今
年
の
春
、
切
久
保
の
大
門
団
地
に
引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
た 

藤
田
夫
妻
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

今
年
の
３
月
に
切
久
保
の
定

住
促
進
住
宅
に
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
、
藤
田
達
也
、
佳
永
と

申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
私
が
福
井
出
身
の
31

歳
で
、
妻
が
神
奈
川
出
身
の
25

歳
で
す
。
昨
年
ま
で
は
大
阪
の

会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
よ
り
大
町
の
山
岳
博
物
館

で
働
く
こ
と
が
決
ま
り
、
ち
ょ

う
ど
八
坂
地
区
の
定
住
促
進
住

宅
の
入
居
者
を
募
っ
て
い
た
の

を
見
て
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
大 

門
団
地
に
入
居
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
は
休
日

に
は
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
お

り
、
今
年
は
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う

り
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
を
育
て

て
み
ま
し
た
。
都
会
で
は
狭
く

て
で
き
な
か
っ
た
野
菜
に
も
挑

戦
す
る
こ
と
で
き
、
次
は
ど
ん

な
種
類
を
育
て
て
み
よ
う
か
と

ワ
ク
ワ
ク
す
る
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。 

だ
ん
だ
ん
と
寒
く
な
っ
て
来
ま

し
た
が
、
関
西
で
は
冬
に
な
る
と

週
末
に
里
山
で
わ
な
猟
を
行
な
い 

 

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
獲
っ
て
い
ま

し
た
。
以
前
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ

で
は
、
里
山
に
行
く
ま
で
車
で
一

時
間
程
か
か
り
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
は
森
の
中
ま
で
歩
い
て
す
ぐ
で

す
。
こ
の
環
境
を
活
か
し
、
こ
れ

か
ら
は
八
坂
を
中
心
に
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
11
月

３
月
の
猟
期
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
狩

猟
ベ
ス
ト
を
着
て
出
歩
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
見
か
け
た
ら 

ぜ
ひ
、
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

ま
だ
色
々
と
不
慣
れ
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

、 

 

 

編

集

後
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全
国
的
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

に
翻
弄
さ
れ
た
２
０
２
０
年
。

会
議
、
集
会
、
行
事
の
自
粛
、

移
動
制
限
な
ど
の
不
自
由
な
暮

ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
幸
い
当
地
区
で
は
感
染

者
も
な
く
、
ま
あ
ま
あ
平
穏
に

過
ご
せ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
す
が
、G

o
 to

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
経
済
を
活
性
化
さ

せ
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
進

む
と
、
人
の
移
動
も
増
え
、
そ

れ
に
伴
い
、
感
染
拡
大
の
リ
ス

ク
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
な
ん

と
な
く
弛
ん
で
き
た
感
の
あ
る

感
染
防
止
へ
の
意
識
と
い
う
の

も
、
今
後
に
一
抹
の
不
安
を
覚

え
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
寒
さ

も
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。 

い
ま
一
度
、
一
人
一
人
が
感
染

対
策
を
意
識
し
て
、
無
事
こ
の

コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

石
原
地
区
編
集
委
員 
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